
２学期 開始 ～達南中最後の学校祭へ
校長 坂本 博

まだ暑さが残る8月18日(木)、達南中学校の２学期が始まりました。

閉校を控えた今年の夏休みは、お盆の時期に合わせて3日間にわたり「回顧展」を開催

しました。地元地域にお住まいの方はもちろん、道内各地から、遠くは新潟や埼玉など全

国から多くの方が来校され、達南中学校の歴史を振り返り、別れを惜しんでくださいまし

た。受付名簿に記名された方だけで190名。実際には家族連れで訪れ、代表(同窓生)の方

だけ記名した場合も多く、300人近い方に見ていただくことができました。短い人でも3

0分から1時間。長い人では3時間以上熱心にご覧になっていた方もいました。同窓生や地

域の方の学校に対する強い愛着を感じた3日間でした。

2学期は生徒会最大の行事、学校祭があります。生徒たちが考えたスローガンは『笑え!!

楽しめ!! 盛り上がれ!! 笑顔満開 ～Last Festival～』です。最後の学校祭ということを正面

から受け止め、自分たちができることをしっかりやり遂げようという熱意が感じられます。

大規模校に比べ、人数の関係で一人二役三役もこなしながら、学校祭に向けての準備に取

り掛かっています。

地域の皆様には、ぜひ学校祭当日足をお運びいただき、生徒たちの演目や展示品をご覧

になってもらいたいと考えています。また、保護者の皆様には、陰ながら生徒たちを支え

ていただくとともに、バザー等への協力もよろしくお願いします。本番までの準備・練習

はうまくいくことばかりではありません。挫折や葛藤を乗り越え、また一つ成長した子供

たちの姿に大きな声援と温かい拍手を送り、最後の学校祭を盛り上げてください。

休み中は大きな事故や怪我もなく、新学期を迎えることができました。例年になく騒が

しい台風は全道・全国に大きな傷跡を残しましたが、幸いなことに当地では学校生活に支

障のあるような被害は出ていません。

達南中学校としての日々は残り少なくなってきました。生徒を主役に、保護者・教職員

・地域がしっかり手を組んで、最後まで学校を作っていきたいと思います。一日一日を大

事に過ごし、この一瞬がかけがえののない時間となるよう、２学期も引き続きのご支援・

ご協力、よろしくお願い致します。
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学校教育目標
■ 生命を尊び、心身ともに剛健な生徒
■ 正しい判断力と創造性をもち、英知ある生徒
■ 心豊かで、品格のある生徒



※ ご家庭、生徒関係分を抜粋して載せています。

日 曜 行 事 日 曜 行 事

１ 木 体育館せり出し準備 19 月 敬老の日

２ 金 学校祭特別日課開始(～17日) 20 火 振替休業日

３ 土 月山神社祭典、室栄高オープンスクール 21 水 振替休業日

６ 火 諸費納入日 22 木 秋分の日

７ 水 諸費納入日、フッ素洗口日 23 金 学校祭片付け・反省

９ 金 学校祭実行委員会④ 25 日 黄金小学校120周年記念式典

10 土 黄金神社祭典 26 月 二計測開始(～30日)、学年委員会

13 火 街頭指導、職員会議、ﾃｽﾄ範囲発表 27 火 諸費納入日、学習サポート会①、中央委員会

14 水 3年学力テストA、フッ素洗口日 28 水 諸費納入日、学習サポート会②、生徒委員会、フッ素洗口日

17 土 学校祭前日準備(弁当持参)、伊達神社祭典 29 木 学習サポート会③

18 日 学校祭(当日) 30 金 1,2年伊達中交流事業①

◎実りの２学期です。計画的に学習に取り

組みましょう。

◎神社祭典が続きます。帰宅時間を守り、

事件事故にあわないようにしましょう。

◎自転車の乗り方に気をつけ、事故から身

を守りましょう。 〔達南中 (24)1153〕

各学年、執行部の代

表からは夏休みの生活

を振り返るとともに、

長い２学期の学習・生

活に向けて力強い決心

が語られました。

黄金小、稀府小と行

ってきたPTA三校合同事

業は今年で19回目にな

るということでした。

最後まで楽しく、心地

よい汗をかきました。

達南中学校最後の年

に受賞した大きな賞で

した。鵜川君にとって

も学校にとっても記念

になりました。夏空、

晴天の表彰式でした。

森田さんは2年連続

の出場になりました。

光陵中学校での本番は

これまでの練習の中で

も一番良い発表だった

そうです。

お盆の３日間で、200名を越える来場者があ

りました。懐かしい同窓生の再会があったり、

覚えのない寄せ書きに驚いたり、にぎやかな声

が校舎に響きました。また、アルバムや写真に

見入っては、当時を偲ぶ顔が見られました。


